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　住宅借入金等特別
控除、譲渡所得・消
費税・贈与税等の申
告相談は、新発田税
務署へ（確定申告期
間中の会場：新発田
市カルチャーセン
ター）

◎ 

農
業
所
得
・
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
や
、
土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
場
合

　

平
成
16
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額

か
ら
配
当
控
除
額
と
定
率
減
税
額
を
差
し
引
い
て

残
額
が
あ
る
と
き

◎ 

給
与
所
得
者
の
場
合
（
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
人
）

・ 

年
間
の
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

人
・ 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

 

・
2
カ
所
以
上
の
会
社
な
ど
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

・
な
お
、
右
記
以
外
に
も
確
定
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
新
発
田
税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

                    

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
方
（
年
末
調
整

済
の
場
合
等
）
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定

申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

１
．
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
や
購
入
、
増
改
築
し
た
と
き
は
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
居
住
の
用
に
供
し
た
年
か

ら
一
定
の
期
間
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
書
に
添
付
す
る
書
類

①
新
築
住
宅
ま
た
は
中
古
住
宅
の
取
得
の
場
合

　

（
１
）
住
民
票
の
写
し

　

（
２
）
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

　

（
３
） 

工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書

の
コ
ピ
ー

　

（
４
） 

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
証
明
書

　

※ 

こ
の
ほ
か
、
家
屋
と
同
時
に
敷
地
も
借
入
金

で
取
得
し
て
い
る
場
合
に
は

　

（
５
）
敷
地
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

　

（
６
）
敷
地
の
売
買
（
分
譲
）
契
約
書
の
コ
ピ
ー

②
増
改
築
の
場
合

　

 　

（
１
）
〜
（
４
）
の
書
類
の
ほ
か
、
建
築
確

認
済
証
ま
た
は
検
査
済
証
の
写
し
か
増
改
築
等

工
事
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

※ 

源
泉
徴
収
税
額
が
ゼ
ロ
の
場
合
は
還
付
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
こ
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
自
分

で
申
告
書
を
記
載
さ
れ
て
郵
送
す
る
か
、
新
発
田

税
務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

２
．
医
療
費
控
除

　

あ
な
た
自
身
や
、
家
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
に

よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
算

式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
を
「
医
療
費
控
除
」

と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
病
院
等
が
発
行

し
た
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て

は
、
領
収
書
に
記
載
し
て
あ
る

「
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る

金
額
」
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
カ
月
以
上
寝
た
き

り
状
態
の
人
が
使
用
す
る
お
む

つ
代
を
医
療
費
控
除
に
含
め
る

場
合
は
、医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
と
領
収
書

が
必
要
で
す
。

　

※ 

お
む
つ
代
に
つ
い
て
の
医

療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
２
年
目
以
降
で
、
介
護

保
険
法
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
一
定
の
人

は
、
市
町
村
長
が
交
付
す

る
お
む
つ
使
用
の
確
認
書

等
を
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
告
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
ご
自
分
で
領
収

書
等
を
整
理
・
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

(16 年中に支払った医療費 )－ ( 保険金などで補てんされる金額 )＝ A

（「10万円」か「所得の 5％」のいずれか少ない方 )＝ B

　A－ B＝ 医療費控除額（最高 200 万円）

確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

 

３
．
雑
損
控
除

　

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
時
も
、
源
泉

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

４
．
障
害
者
控
除

　

所
得
税
、
地
方
税
に
お
け
る
障
害
者
控
除
は
、

次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①  

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
６
級
）
を
有
し
て

い
る
人

②  

知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中
度
・
重
度
）
と
判

定
さ
れ
た
人

③ 

①
②
に
準
じ
る
人

④ 

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
認
定
者

　

平
成
16
年
12
月
31
日
に
③
お
よ
び
④
の
状
態

だ
っ
た
方
は
、
確
定
申
告
時
に
認
定
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
次
の
窓
口
に
申
請
を
し
て
、
認
定
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
保
険
年
金
課 

介
護
保
険
室 

介
護
保
険
係　

　

☎
６
２―

２
５
１
０　

内
線
２
３
２
〜
２
３
４

　

安
田
支
所　

☎
６
８―

３
１
８
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
） 

　

京
ヶ
瀬
支
所　

☎
６
７―

２
１
１
１
（
代
表
） 

　

笹
神
支
所　

☎
６
２―

４
１
４
１
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　

１
． 

昨
年
申
告
分
の
農
業
収
入

金
額
が
３
０
０
万
円
以
上

の
方
は
「
収
支
計
算
」
で

　

平
成
15
年
分
の
農
業
収
入
金
額
が
３
０
０
万
円

以
上
に
な
っ
た
方
は
、
今
年
の
申
告
で
は
す
べ
て

「
収
支
計
算
」
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。（「
経
費
目
安
割
合
」
を
用
い
て
の
申
告

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
各
自
で
計
算

を
お
願
い
し
ま
す
）

 

２
． 

農
業
所
得
は
平
成

 年
分
か
ら

「
収
支
計
算
」
で
申
告

　

こ
れ
ま
で
収
入
に
応
じ
て
段
階
的
に
「
収
支
計

算
」
に
移
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
分
の

申
告
（
平
成
19
年
2
月
確
定
申
告
時
）
か
ら
は
全

員
の
方
が
「
収
支
計
算
」
で
農
業
所
得
を
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
で
は
、
収
入
の
記
録
や
経
費
と
し
た

も
の
に
つ
い
て
の
領
収
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
を
「
収
支
計
算
」
以
外
で
申
告
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
の
平
成
16
年
分
の
「
経
費
目
安
割

合
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。
申
告
の
際
は
収
入
金

明
細
書
を
記
入
の
う
え
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

◇
田
作
物
農
業
用　

82
％

　

◇
畑
作
物
農
業
用　

79
％

※ 

収
入
金
額
の
一
番
多
い
業
種
の
割
合
を
用

い
ま
す
。

 

３
． 

小
作
料
収
入
は
、
ご
自
分
で

計
算
し
て
く
だ
さ
い

　

農
地
を
貸
し
て
い
る
場
合

は
「
不
動
産
所
得
」
と
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
記
に
よ
り
各
自
計
算
し

て
く
だ
さ
い
。

　

土
地
改
良
費
等
個
人
に
関

す
る
資
料
に
つ
い
て
は
市
役

所
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
領

収
書
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

耕
作
地
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
各
自
で
確
認
・
計

算
を
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。（
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
と
一
緒
に
お
送
り
し
て

い
る
「
課
税
明
細
書
」
か
ら

計
算
で
き
ま
す
）

申 告 期 間

土・日を除く

2 162 16 3 153 15

所
得
税
還
付
申
告

所
得
税
還
付
申
告

所得税・市 県民税の申告は
お早めに！

農
業
所
得
申
告

（
収
支
計
算
と
経
費
目
安
割
合
）

農
業
所
得
申
告

（
収
支
計
算
と
経
費
目
安
割
合
）

小作料の不動産所得 ＝

　　小作料収入―（ 耕作地の固定資産税・土地改

良費・その他必要経費）
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個
人
事
業
者
の
平
成
16
年
分
の
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、
3
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

こ
ん
な
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す

● 

平
成
14
年
中
（
基
準
期
間
）
の
課
税
売

上
高
が
３
０
０
０
万
円
を
超
え
る
事
業

者
● 

平

成
14
年
中
の
課
税
売
上
高
が

３
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提

出
し
て
い
る
事
業
者

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、

郵
送
ま
た
は
信
書
便
で
税
務
署
へ

　

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も

よ
く
知
っ
て
い
る
あ
な
た
自
身
が
、
税
法
に

従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、期
限
内
に
申
告
、納
税
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
正
し

い
申
告
で
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
の
記
入
の
仕
方
を
説
明
し

た
手
引
き
等
は
、
市
役
所
税
務
課
、
支
所
税

務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送
ま
た
は
信
書

便
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
窓
口
は
大
変
混

雑
し
ま
す
）

あ
て
先　

　

〒
９
５
７―
８
６
６
６
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　

新
発
田
税
務
署　

　
　

☎
０
２
５
４―
２
２―

３
１
６
１

　

　

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
阿
賀
野
市

に
住
所
が
あ
る
方
は
、
原
則
と
し
て
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

・ 

市
役
所
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
書
が
送

ら
れ
て
き
た
方

・ 

市
役
所
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
書
は
送

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
給
与
ま
た
は
年

金
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
方

※ 

田
畑
を
他
人
に
委
託
し
て
い
る
場
合

も
、
小
作
料
が
不
動
産
収
入
に
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

・ 

所
得
が
給
与
の
み
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
が
事
業
所

か
ら
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方
（
一
般

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
）

・ 
平
成
16
年
12
月
31
日
現
在
に
お
い
て
、

市
内
に
居
住
す
る
人
の
税
法
上
の
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
方

　国税庁のホームページ

「所得税の確定申告書作成

コーナー」で作成した申告

書をカラープリンターで出

力し、そのまま提出できま

す。ぜひ、ご利用ください。

国税庁のホームページアドレス

http://www.nta.go.jp

申告書の作成は
便利なホームページで

　

申
告
会
場
で
は
申
告
書
、
収

支
内
訳
書
等
、
記
載
の
終
わ
っ

て
い
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
自
身
で
計
算
・
記

載
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎筆記用具、計算器具、印鑑

◎源泉徴収票〔原本〕（給与所得、年金所得の場合）がない場合は、収入金額のわかるもの

◎収支計算書（書き終えてお持ちください）

◎国民年金や農業者年金の支払額のわかる書類

◎生命保険や損害保険の保険料控除証明書

◎障害者控除を受ける方は手帳などの証明書

◎医療費控除を受ける方は医療費の領収書と内訳書

   （保険からの補てん金があった場合は金額のわかる書類）

◎ご本人名義の預貯金口座番号のわかるもの

 申告に必要なもの◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　申告に必要なもの　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

  

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◎
税
理
士
と
税
務
署
職
員
に
よ
る

所
得
税
還
付
申
告
指
導
会

　

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期　
　

日　

２
月
３
日
（
木
）・
４
日
（
金
）

受
付
時
間　

 

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11

時
、
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

と

こ

ろ　

市
役
所
本
所　

４
階
会
議
室

対

象

者

　

・ 

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

・ 

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
や
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
さ
れ
る
方

ご
用
意
い
た
だ
く
書
類
な
ど

〈
共
通
〉

　

・
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
計
算
器
具

　

・ 

申
告
さ
れ
る
方
の
預
貯
金
口
座
の
金

融
機
関
名
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も

の

　

・ 

年
末
調
整
で
控
除
を
受
け
な
か
っ
た

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
等
の
控

除
証
明
書

　

・ 

去
年
の
申
告
書
の
控
え
を
お
持
ち
の

方
は
、
そ
の
控
え

　

・ 

国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金
保
険

料
等
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
支
払

額
を
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

〈
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
〉

　

・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

〈
給
与
所
得
が
あ
る
方
〉

　

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

〈
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方
〉

　

・ 

医
療
費
の
領
収
書
（
前
も
っ
て
集
計

し
て
お
く
と
と
も
に
、
保
険
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
方

は
、
金
額
を
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

〈
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方
〉

　

・
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類

問
い
合
わ
せ

　

新
発
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
２
５
４―

２
２―

３
１
６
２

◎
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日　

時　

２
月
23
日(

水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会　

場　

関
東
信
越
税
理
士
会 

新
発
田
支
部

問
い
合
わ
せ

　

新
発
田
市
諏
訪
町
１―

13―

17

　

関
東
信
越
税
理
士
会 

新
発
田
支
部

　

☎
０
２
５
４―

２
２―

８
５
９
８

納
税
は
安
全
便
利
な

振
替
納
税
で
！

　

振
替
納
税
（
口
座
引
落
し
）
は
、
現
金

を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
大
変
便

利
で
す
。

　

手
続
き
は
銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融
機

関
の
窓
口
ま
た
は
税
務
署
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

還
付
金
の
受
け
取
り
は

口
座
振
込
み
で
！

　

還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
本
人
の
預

貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
に
よ
る
還
付
金

の
受
け
取
り
が
便
利
で
す
。

　

手
続
き
は
申
告
の
際
、
銀
行
・
郵
便
局

等
の
金
融
機
関
名
お
よ
び
口
座
番
号
を
申

告
書
に
記
載
す
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

　確定申告の時期になりますと、税金

の申告手続などを税理士に依頼する方

が多いと思いますが、その際には、法

律により税理士業務を行うことができ

る方に依頼してください。

　納税者からの依頼による ①税務代

理 ②税務書類の作成 ③税務相談は、

税理士など法律により税理士業務を行

える方しかできないことになっていま

すが、税理士業務を行えない方が申告

書の作成などを行っている場合があり

ます。

　このようないわ

ゆる「にせ税理士」

は、法律に違反す

るだけでなく、依

頼した方に迷惑を

かける結果となる

ことが多いので、

くれぐれもご注意

ください。

にせ税理士に
ご注意を！

にせ税理士に
ご注意を！

申 告 書

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

市
県
民
税
申
告
が

必
要
な
場
合

市
県
民
税
申
告
が

必
要
な
場
合
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※ 上記の日程で都合のつかない方は、3月 15 日までの都合のよい日・都合のよい会場へおいでください。

申告書の用紙は市役所（各支所）に用意してありますので、あらかじめ必要な方は取りにきてください。

●確定申告について
　新発田税務署
　　所得税・消費税について……………☎ 0254 － 22 － 3162

　　譲渡所得・譲与税について…………☎ 0254 － 22 － 3164

　　納税・還付金の振込みについて……☎ 0254 － 23 － 3104

●市・県民税について
　　市役所税務課 市民税係　☎ 62 － 2510　内線 664 ～ 666

　　安田支所　☎ 68 － 3877　　京ヶ瀬支所　☎ 67 － 2111　　笹神支所　☎ 62 － 4141

問
い
合
わ
せ
先

水原会場
（市役所本所　４階会議室）

会　　場
笹神会場

（ふれあい会館　１階集会室）

午前（9：00 ～ 11：00） 午後（1：00 ～ 4：00） 受付日時 午前（9：00 ～ 11：00） 午後（1：00 ～ 4：00）

山本新・水原寺社・熊居新田 切梅新田・上江端 1 2月 16日（水）

上江端 2・新座・分田 1 分田2・分田3・分田学校町 17日（木）

分田5・分田 6・分田 7 分田 8・上福岡・西岡 18日（金）

水ヶ曽根・堀越上 堀越中･堀越下・町村 21日（月）

堀越外城・越御堂･坂

町・小境

中潟上・中潟中･中潟

下・福田
22日（火）

牧島・境新･七石・野地城 庄ヶ宮・里金田・里上 23日（水）沢口・高田 熊堂・長起・島田

里中・里下・大野地 原･境新田・下金田・荒屋 24日（木）船居・榎 横山・中ノ通

上中の目・上中・市

野山・土橋

百津・新市の山・すみ

れ野・みずほ・あやめ
25日（金）上山屋・榎船渡

宮下・女堂・五頭の

里

上山口・中山口・下山口1 前山口・新橋 28日（月）堤・滝沢・村岡 発久・野村・泉

館の越･南山口・シン

パシー・みそら野・

杉並・消防通り

下山口 2・下山口 3・

桜木町
3月 1日（火）上一分・小栗山 蒔田・福井・南沖山

稲荷町・松井町１・松

井町2・水原栄町・南町
若葉町 2日（水）

下山屋・上蔵野・下

福岡
宮島・大日・山倉

緑町 停1・停2・停3・あがの 3日（木） 赤水・上坂町・下一分 須走・押切・真光寺

元町 1・元町 2・庚

町

砂押・上袖・下袖・

白鳥通り
4日（金）

上関口・上高田・し

らとり
大室

堰場･西外城・中外城
東外城・日の出町･千

原・沖通
7日（月）勝屋・湯沢・上西野 折居・沖ノ館

新光町・天神堂 東雲町・東柳町・柳町 8日（火）羽黒・七浦 次郎丸・貝喰・藤屋

北新町･弥生町
諏訪町・新々町・水

原新栄町･中島 4
9日（水）金屋・上飯塚 山崎・飯山新

中島 5・中島 6 学校町・南新町・中島1 10日（木）村杉・畑江 今板・上高関・沖

中島 2・中島 3・泉町・

天朝通り・旭町

小川町・水原横町・水原上

町・水原中町・水原下町
11日（金）

出湯・山倉新田・本

明
笹岡・塚田

◎所得税……………………3月 15 日（火）　※振替納税の方は 4月 19 日（火）

◎消費税・地方消費税……3月 31 日（木）　※振替納税の方は 4月 26 日（火）

◎贈与税……………………3月 15 日（火）

この時期はさまざまな税の申告、納税期間です。

申告期限間近になると、申告会場が大変混雑します。早めに済ませましょう。

受付期間
◎所得税・住民税…………2月 16 日～ 3月 15 日

◎贈与税……………………2月 1日～ 3月 15 日

◎消費税……………………2月 16 日～ 3月 31 日

※土・日・祝日はお休みです。

納
期
限
の
お
知
ら
せ

安田会場
（安田公民館　１階大集会室）

会　　場
京ヶ瀬会場

（京ヶ瀬公民館　２階大会議室）

午前（9：00 ～ 11：00） 午後（1：00 ～ 4：00） 受付日時 午前（9：00 ～ 11：00） 午後（1：00 ～ 4：00）

　

　

　

2月 16日（水） 姥ヶ橋・飯森杉団地 曽郷・さくら団地

17日（木） 金渕
猫山・乙金渕・法柳

新田

18日（金） 法柳・深堀 下黒瀬

庵地・庵地小路 沢田・竜下・福永 21日（月） 城・美里団地
上黒瀬・田山・窪川

原

二本松・籠田・羽多

屋

岩野・中山・丸山・

ツベタ
22日（火） 京ヶ島第一

飯森杉・小里・下ノ

橋

小松 草水 23日（水） 京ヶ島 関屋・小河原

六野瀬南・北・一の下・

二の上・二の下・東

赤坂・六野瀬三・興

野
24日（木） 下里

久保１・２ 久保３･渡場 25日（金） 嘉瀬島 粕島・川前

砂山・南郷 新保 28日（月） 緑岡１区・緑岡２区 小島・箸木免

小浮新田 島瀬 3月 1日（火） 緑岡３区・緑岡５区 七島

小浮本村 野田 2日（水） 緑岡４区・緑岡６区 月崎・前山

千唐仁上 千唐仁下 3日（木） 駒林１区・駒林２区・駒林３区

安田寺社１･２ 安田寺社３･４ 4日（金） 駒林４区・駒林５区・駒林６区・五郎巻

安田寺社５ 物見山町 7日（月）

　

宮町・安田上町・安

田中町・安田下町
片町・浦町 8日（火）

安田栄町・千刈町 小路・本町 9日（水）

安田横町・門前 御城町・新町 10日（木）

上学校町・東学校町・

下学校町
原町・安田新栄町 11日（金）

納  税  相  談  日  程  表
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滞納は
ルール違反です !

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

「
税
」
と
は
、
国
や
県
、
そ
し
て
市
が
公
的
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
を
賄
う
目
的
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
所
得
や
資
産
に
応
じ
て

負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

４
月
に
合
併
し
、
阿
賀
野
市
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

旧
町
村
で
見
て
み
て
も
、
近
年
、
滞
納
額
の
累
積
が
膨

ら
み
、
財
政
を
運
営
す
る
上
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
決
算
に
お
け
る
旧
町
村
の
税
額
は
約

38
億
円
で
、
歳
入
の
約
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
町
村
の
滞
納
金
額
も

年
々
増
加
し
、
平
成
15
年
度
決
算
で
は
、
合
計
で
約

５
億
８
千
万
円
に
も
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
税
収

入
額
の
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
と
な
っ
て
こ
れ
ま
で
、
電
話
で
の
催
告
や

納
税
相
談
、
計
画
納
税
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
臨

戸
徴
収
や
夜
間
徴
収
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
個
別
に
事
情
を
お
聞
き
す
る
な
か
で
、
税
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
、
期
限
内
納
付
を
守
ら
な
い
方
や
、

通
知
を
差
し
上
げ
て
も
音
信
不
通
の
方
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

　

地
方
分
権
を
推
進
し
、
地
方
の
自
立
性
を
高
め
る
に

は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
を
中
心
と
し
た
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
と
い
っ
た
税
金
で
賄
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
公
的
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
た
場
合
、
一
部
の
滞
納
者
に
よ
る
「
逃
げ

得
」
は
、
期
限
内
に
き
ち
ん
と
納
付
さ
れ
て
い
る
大
多

数
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
公
平
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
公
平
性
」
を
確
保
す

る
た
め
、
滞
納
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
正
な
対

処
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
収
納
対
策

　

●
滞
納
を
未
然
に
防
ぐ

　

 　

滞
納
の
き
っ
か
け
は
、「
つ
い
う
っ
か
り
納
付
を

忘
れ
て
…
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
確
実
な
口
座
振
替
の
利
用

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

 　

振
替
納
税
は
、
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
納
期
限

の
日
に
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
の
口
座
か
ら
市
税

な
ど
が
自
動
的
に
納
税
さ
れ
る
便
利
な
制
度
で
す
。

　

 　

ま
た
、広
報
あ
が
の
「
お
知
ら
せ
版
」
に
お
い
て
も
、

本
月
の
納
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
納
期
内
で
の

納
付
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

●
給
与
照
会
や
差
押
え
も

　

 　

少
額
・
短
期
未
納
者
に
は
、
早
い
段
階
か
ら
接
触

を
図
り
、
新
た
な
滞
納
者
を
つ
く
り
出
さ
な
い
対
策

を
充
実
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
催
告
や
呼
び
出
し

を
行
う
と
と
も
に
、
面
接
に
よ
る
納
税
相
談
や
訪
問

徴
収
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

 　

さ
ら
に
、
所
得
や
資
産
が
あ
る
の
に
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
方
や
長
期
・
高
額
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、
勤
務
先
へ
の
給
与
照
会
、
預
貯
金
調
査
な
ど

を
行
い
、
個
々
の
実
情
を
把
握
し
た
う
え
で
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
見
直
し
や
補
助

金
の
削
減
、
税
源
移
譲
と
い
っ
た

三
位
一
体
改
革
の
流
れ
の
中
で
、

今
後
益
々
重
要
に
な
る
の
が
、
財

源
を
確
保
し
て
そ
れ
を
確
実
に
収

納
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
合
併
前
か
ら
も
税
の

滞
納
額
が
膨
ら
み
続
け
、
財
政
運

営
を
圧
迫
し
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
支
え
る
各
種
施
策
や
個
々

の
事
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
今
後
収
納
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
滞
納
へ
の

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

市民の皆さんの

公平性を確保するため滞納は
ルール違反です !
滞納は
ルール違反です !

◆口座振替できる市税・料金など◆

　市県民税（普通徴収）、軽自動車税、国民

健康保険税、固定資産税、介護保険料、住宅

使用料、保育料、上下水道使用料など

◆口座振替できる金融機関◆

　市内にある金融機関（郵便局含む）の全国

の支店で申し込みができます（ただし市外の

金融機関には依頼書がありませんので、市外

での手続きを希望される場合は税務課にご連

絡ください）。

【手続き方法】
・申し込みしたい！

　各納期限の１ヵ月前までに通帳、通帳印、

納税通知書を持参の上、金融機関および本所、

支所税務課にて申し込みください。口座振替

依頼書は金融機関および本所税務課、支所税

務課にあります。

・変更したい！

　一旦廃止の手続きをしていただき、再度申

し込みの手続きをしていただきます。

・廃止したい！

　口座振替依頼書の廃止欄に〇をつけ通帳印

を押印し、金融機関または本所、支所税務課

に提出してください。

振替日 : 各納期の納期限の日

　口座の残高不足などのため引き落とし

ができなかった時は、「再振替通知書」

を送付しますので、口座に入金をしてく

ださい。

簡単で確実な口座振替を
お勧めします。

　口座振替は一度手続きをすれば、銀行

などの預金口座から自動的に手数料無料

で、納期限の日に市税などを納めること

ができる便利な制度です。

　

上
図
は
滞
納
処
分
の
一
連
の
流
れ
を
表
し
た
も
の
で

す
。
今
後
も
特
別
な
事
情
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
厳
正
な
処
分
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
市
で
は
個
別
に
事
情
を
お
伺
い
す
る
納
税
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
困
り
の
と
き
は
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ・ご相談は

税務課　納税推進室　
収税係　☎６２―２５１０
　　　内線６６７・６６８

納付が遅れると…
～滞納処分の流れ～

納税通知書発送

　　　　

督促状発送

催告・納税相談・訪問徴収

給与照会・財産調査

差　押　え

公　売

↓

↓

↓

↓未納

未納

未納

↓未納

口座振替再振替通知書

（口座振替の者のみ）
未納

↓未納

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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諮　
　

問

● 

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

 

遠
海
武
治
氏
、
佐
久
間
昭
三
郎
氏
を

適
任
と
す
る
。

　

同　
　

意

● 
阿
賀
野
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
・
斎
藤
紀
生
氏
に
同
意
す
る
。

　

承　
　

認

● 

専
決
処
分
の
承
認
（
阿
賀
野
市
特
別

職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
承
認
（
阿
賀
野
市
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

＝
承
認

　

報　
　

告

● 

平
成
十
五
年
度
新
潟
圏
阿
賀
北
土
地

開
発
公
社
決
算
の
報
告

　

補
正
予
算

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
少
年
自
然

の
家
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
押
切
外

四
ヶ
大
字
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
病
院
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

条　
　

例

● 

阿
賀
野
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
合
併
市
町
村
振
興
基
金
条

例
の
制
定
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案

可
決

● 

阿
賀
野
市
農
業
委
員
会
の
部
会
の
設

置
及
び
部
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

＝
原
案
可
決

● 
阿
賀
野
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

　

そ

の

他

● 

阿
賀
北
広
域
組
合
規
約
の
変
更
＝
原

案
可
決

● 

新
潟
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
新
潟
地
域
広
域
市
町
村
圏
協

議
会
規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

●  

新
潟
圏
阿
賀
北
土
地
開
発
公
社
構
成

市
町
村
の
合
併
に
伴
う
新
潟
圏
阿
賀

北
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
改
正

＝
原
案
可
決

● 

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
、
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
伴
う
財

産
処
分
＝
原
案
可
決

● 

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
規
約
の
変

更
＝
原
案
可
決

● 

新
発
田
市
豊
栄
市
阿
賀
野
市
北
蒲
原

郡
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
新
発
田
市
豊
栄
市
阿

賀
野
市
北
蒲
原
郡
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更
＝
原
案
可
決

● 

五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

新
発
田
市
、
豊
栄
市
、
阿
賀
野
市
、

北
蒲
原
郡
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
新
発
田
市
、
豊
栄
市
、
阿

賀
野
市
、
北
蒲
原
郡
地
区
視
聴
覚
教

育
協
議
会
規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
、
横
越
町
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
教
育
事
務
の
委
託
の
廃
止

＝
原
案
可
決

● 

教
育
に
関
す
る
事
務
の
委
託
＝
原
案

可
決

● 

阿
賀
野
川
水
辺
プ
ラ
ザ
区
域
外
設
置

＝
原
案
可
決

● 

損
害
賠
償
の
決
定
＝
原
案
可
決

　

請　
　

願

● 

消
火
栓
設
置
に
関
わ
る
請
願
＝
採
択

● 

「「
改
正
」
消
費
税
法
の
実
施
凍
結

を
求
め
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

反
対
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
請
願
＝
採
択

● 

村
岡
部
落
内
市
道
の
消
雪
パ
イ
プ
設

置
に
関
す
る
請
願
＝
採
択

● 

道
路
の
拡
幅
と
舗
装
に
関
す
る
請
願

＝
採
択

● 

三
位
一
体
改
革
の
国
庫
補
助
負
担
金

等
改
革
に
関
す
る
請
願
＝
採
択

● 

畑
江
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
の
請

願
＝
採
択

● 

三
位
一
体
と
農
林
水
産
関
係
等
国
庫

補
助
負
担
金
等
改
革
に
関
す
る
請
願

＝
採
択

● 

三
位
一
体
と
農
林
水
産
関
係
等
国
庫

補
助
負
担
金
等
改
革
に
関
す
る
請
願

＝
採
択

● 

集
落
内
の
消
雪
パ
イ
プ
設
置
並
び
に

側
溝
蓋
掛
け
に
関
わ
る
請
願
＝
採
択

● 

集
落
内
の
道
路
拡
幅
に
関
わ
る
請
願

＝
採
択

● 

集
落
内
の
排
水
路
改
修
工
事
に
関
わ

る
請
願
＝
採
択

● 

沢
山
水
路
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
の

請
願
＝
採
択

● 

宮
島
集
落
地
内
七
浦
川
の
護
岸
整
備

と
補
修
工
事
並
び
に
補
強
工
事
に
関

す
る
請
願
＝
採
択

● 

大
室
及
び
福
井
地
内
に
お
け
る
河
川

（
里
川
）
の
整
備
並
び
に
並
行
し
て

お
る
大
室
〜
福
井
〜
水
原
へ
通
ず
る

生
活
道
路
の
拡
幅
等
に
関
す
る
請
願

＝
採
択

● 

集
落
内
消
雪
パ
イ
プ
設
置
及
び
村
中

線
二
四
一
号
排
水
側
溝
改
修
整
備
に

関
す
る
請
願
＝
採
択

● 

消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
及
び
地
域
内
の
河

川
護
岸
工
事
に
関
す
る
請
願
＝
採
択

● 

消
雪
パ
イ
プ
敷
設
に
関
す
る
請
願

（
新
光
町
自
治
会
五
組
）
＝
採
択

● 

消
雪
パ
イ
プ
設
置
に
関
す
る
請
願

（
七
島
自
治
会
）
＝
採
択

　

陳　
　

情

● 

民
間
保
育
所
運
営
費
・
整
備
費
補
助
金

の
確
保
に
つ
い
て
の
陳
情
＝
不
採
択

● 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
陳

情
＝
採
択

　

意

見

書

● 

「
改
正
」
消
費
税
法
の
実
施
凍
結
を

求
め
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
反

対
す
る
意
見
書
＝
原
案
可
決

● 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意

見
書
＝
原
案
可
決

●  

平
成
十
七
年
度
地
方
交
付
税
所
要
総
額

確
保
に
関
す
る
意
見
書
＝
原
案
可
決

● 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
の

早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
意
見
書
＝

原
案
可
決

● 

「
三
位
一
体
改
革
」
の
国
庫
補
助
負

担
金
等
改
革
に
関
す
る
意
見
書
＝
原

案
可
決

● 

三
位
一
体
改
革
と
農
林
水
産
関
係
等

国
庫
補
助
金
改
革
に
関
す
る
意
見
書

＝
原
案
可
決

　

決　
　

議

● 

北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
の
決
議

＝
原
案
可
決

〔
委

員

会
〕

● 

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
（
社
会
文

教
常
任
委
員
会
、
厚
生
常
任
委
員
会
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
）
＝
閉
会
中
の
継
続
調
査
に

決
定

　

平
成
十
六
年
第
六
回
阿
賀
野
市
議
会
定
例
会
が
十
二
月
六
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
日
は
議
長
か
ら
諸
般
の
報
告
に
引
き
続
き
、
市
長
か
ら
一
般
行
政
報
告
、
執
行
部
か
ら
の
諮
問
第

一
号
か
ら
諮
問
第
二
号
の
二
件
、
承
認
第
三
十
二
号
か
ら
承
認
第
三
十
三
号
の
二
件
を
議
決
、
次
に
議

案
第
三
十
五
号
か
ら
議
案
第
六
十
二
号
の
二
十
七
件
が
一
括
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
質

疑
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、
そ
の
後
、
一
般
質
問
が
七
日
、

八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
は
、
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
十
六
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
、

そ
の
他
の
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
医
療
過
誤
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
議
案
第
六
十
二
号
が

付
託
さ
れ
、
十
五
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
請
願
十
七
件
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
等
を
行
っ
た
後
、
審
査
し
、
十
七
日
に
は
本
会
議

が
開
催
さ
れ
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

議
決
し
た
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。定 例 会定 例 会定 例 会

12月議会12月議会12月議会

◆
会 

議 

録

　

議
会
本
会
議
の
内
容
を

記
載
し
た
「
議
会
会
議
録
」

が
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
、
各
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。

　

議
会
終
了
後
、
二
カ
月

位
で
出
来
上
が
り
ま
す
の

で
議
会
の
詳
し
い
内
容
を

知
り
た
い
方
は
ご
一
読
く

だ
さ
い
。
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

体
ポ
ッ
カ
ポ
カ

師走で賑う水原六斎市で
交通安全を呼びかける

　

元
日
の
朝
、
年
賀
状
を
一
斉
に
配
達
す

る
恒
例
の
「
出
発
式
」
が
阿
賀
野
郵
便
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、「
事
故
の
な
い
よ
う
、
明
る

く
元
気
に
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
市
民
の

皆
様
に
お
届
け
く
だ
さ
い
」
と
、
佐
藤
阿

賀
野
郵
便
局
長
が
激
励
。
配
達
職
員
30
数

人
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
約
50
人
は
、
降

り
付
け
る
雪
の
中
、
拍
手
で
見
送
ら
れ
一

斉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
阿
賀
野
市
全
体
で
配
達
さ
れ
た

年
賀
状
は
64
万
３
６
３
０
通
。厳
冬
の
下
、

年
賀
状
の
配
達
・
出
発
と
と
も
に
平
成
17

年
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
周
知
拡
大
を
目
的

に
、
12
月
23
日
水
原
総
合
体
育
館
で
体
験

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
60
人
の
参
加
者
は
、
水
原
地

区
体
育
指
導
委
員
の
説
明
と
実
演
の
後
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
な
が
ら
早
速
体
験

へ
。
特
大
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た｢

キ
ン
ボ
ー

ル｣

は
、
４
人
１
組
と
な
っ
た
３
チ
ー
ム

で
競
う｢

オ
ム
ニ
キ
ン
（
相
手
名
）
！｣

の
掛
け
声
で
始
ま
り
、
展
開
す
る
ゲ
ー
ム
。

し
っ
か
り
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と

皆
さ
ん
細
か
な
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
全
部
で
７
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
。

参
加
者
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
初
体
験
を

体
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

男
女
平
等
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
12
月

15
日
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
『
み
ん
な
で
話
そ
う
本
音
で

ト
ー
ク
IN
阿
賀
野
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
栄
市
、
白
根
市
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
今
回
の
対

話
集
会
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
の
も
と
、
発
表

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
問
題
を
通
じ
て
地
域
・
家
庭
で
の

男
女
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し
、
そ
の
考
え
方
に

聴
衆
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
私
も
同

感
」「
男
女
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
」「
女
性
も
男
性

も
、
障
害
者
も
健
常
者
も
同
じ
土
台
か
ら
踏
み
出
せ
る
よ
う

な
社
会
を
」
な
ど
、
誰
も
が
幸
せ
で
い
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
希
望
が
熱
く
感
じ
ら
れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
扉

を
開
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
「
な
ぜ
」「
ち
ょ
っ
と

変
だ
ぞ
」
と
感
じ
て
い
た
〝
ホ
ン
ネ
〞
に
つ
い
て
思
う
存
分

語
っ
て
い
た
だ
い
た
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半
で
し
た
。

　12 月 14 日、交通指導員やレ

ディースドライバーの会の皆さん

らが、阿賀野警察署の協力を得て、

水原六斎市で反射材などを配り交

通安全を呼びかけました。

　この日用意したのは、反射材と

交通安全を呼びかけるパンフレッ

トそれぞれ 600 枚。反射材を手

にした買い物客や商店の皆さん

は、「追突されるとおっかねっけ

ねー」「自転車の後ろに貼ってお

くよ」と気軽に応えていました。

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
は
？　

〜
男
女
平
等
推
進
対
話
集
会
〜

約
64
万
通
の
便
り
を
届
け

年
賀
状
の
元
旦
配
達
出
発
式

　

寒
風
吹
き
つ
け
る
１
月
９
日
夜
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
京
ヶ
瀬
地
区
の
伝
統
行
事
「
裸

詣
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

頭
に
鉢
巻
、
腰
に
し
め
縄
を
巻
い
た
若
衆

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
を
出
発
。
下
ノ
橋
の

八
幡
神
社
を
目
指
し
、
寒
さ
に
負
け
じ
と

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
を
出
し
な
が
ら
農
道
を
駆
け
抜

け
て
い
き
ま
し
た
。
神
社
に
到
着
す
る
と
鉢

巻
の
中
に
入
れ
た
さ
い
銭
を
投
げ
「
健
康
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
一
年
の
無
病
息
災
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夜
は
小
雪
が
舞
う
氷
点
下
。
両
手
を

脇
の
下
に
挟

み
手
先
の
冷

え
を
我
慢
す

る

子

ど

も

た

ち

の

姿

も
。
そ
れ
で

も

帰

り

は

「
よ
っ
ー
し
、

行
く
ぞ
ー
」

の
大
き
な
掛

け
声
を
出
し

元
気
に
力
強

く
走
っ
て
行

き
ま
し
た
。

二
百
年
以
上
続
く
伝
統
行
事

裸
の
若
衆
に
よ
る
気
合
の
「
裸
詣
り
」

代表監査委員に齋藤紀生氏

　前代表監査委員の山口登氏が
辞任され、議会の同意を得て新

しい代表監査委員に齋藤紀
のり

生
お

氏
（65歳・駒林）が選任されました。
《 任期は平成 16 年 12 月 21 日～
平成 20 年 12 月 20 日・４年間》

　

10
年
前
に
復
活
し
た
安
田
地
区
の
伝
統
行

事｢

裸
参
り｣

が
1
月
14
日
夜
、
行
わ
れ
ま

し
た
。
雪
こ
そ
降
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

厳
寒
の
中
、松
明
を
持
っ
た
男
衆
が｢

わ
っ
し
ょ

い
わ
っ
し
ょ
い｣

の
掛
け
声
の
も
と
、
住
吉

神
社
か
ら
安
田
八
幡
宮
ま
で
の
約
５
０
０
m

を
一
気
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

八
幡
宮
前
で
は
た
く
さ
ん
の
観
衆
が
今
か

今
か
と
待
ち
構
え
て
お
り
、
男
衆
が
到
着
し
、

水
掛
け
・
押
し
合
い
、
水
槽
ダ
イ
ビ
ン
グ
が

始
ま
る
と
立
ち
込
め
た
熱
気
と
と
も
に
大
き

な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

無
病
息
災｢

気
合
い
！｣

で

駆
け
抜
け
る

旬の地元野菜でまごころ料理

　12 月 10 日、京和荘
で地元消費者と農村地
域生活アドバイザーが
交流会を行い、旬の地
場産野菜を使った調理
実習で親睦を深めまし
た。

不法投棄防止等の看板を設置

　阿賀野警察署などでは、不法
投棄等を防止するため市内 20
個所に 12 月 24 日から順次、看
板を設置。同署は、阿賀野川河
川敷付近で発生している不法投
棄や野荒らしなどの防止、不審
車両を発見するためパトロール
を強化しています。

全国推奨観光土産品に ｢雪まろげ ｣

　11 月 26 日、全国推奨観光
土産品の審査会が東京都で行
われ、お菓子の龍宝堂さん（保
田）の ｢阿賀の雪まろげ ｣が
全国商工会連合会会長賞を受
賞し、推奨品に選ばれました。
　推奨期間は平成 17 年４月
１日から２年間です。

市民の健康と安全を祈願

　元旦に行われる予定だった
「市元旦マラソン」が、コース
の状態が悪く残念ながら中止と
なりました。
　水原総合体育館には 100 人を
超える皆さんが集まり、全員の
健康祈願が行われ、干支のキー
ホルダーなどが配られました。

幼・保育園で防火映画を上映

　消防本部では（財）日本防
火協会の助成事業の一環とし
て、幼年期から防火思想の高
揚を図るため宝くじの助成金
で整備した防火広報視聴覚資
器材を用いて市内全ての幼・
保育園で防火映画の上映会を
実施しました。
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　阿賀野市では、厳しい財政状況の中、地方分権の時代に対応した行政運営を

目指し、その指針となる行政改革大綱および具体的な計画で構成される推進計

画の策定を進めています。

　行政改革の推進に関し、市民の代表者から意見を聞くため設置された阿賀野

市行政改革推進委員会（本間武委員長）から、平成 17 年度の行財政運営から速

やかに改革を進めるため、12 月 20 日、市長に対して「阿賀野市行政改革緊急

推進計画の策定について」とする答申がありました。　　

　阿賀野市では、行政改革を進めるうえでこの答申を尊重し、行政改革大綱お

よび推進計画の策定に反映させる予定です。今回は、この提言内容について紹

介します。

　合併協議におけるまちづくりの基本理念であった「高い行政サービスと低負担」の方針は、同時に６つの原

則（一体性確保、住民福祉の向上、負担公平、健全な財政運営、行政改革の推進、適正規模準拠）と併せて検討・

合意されたもので、将来にわたって尊重し、かつ推進すべきものと考えます。しかし、合併から９か月を迎えた今、

各種事務・事業は、市民の意向を踏まえ、最も適切と考えられる一つの尺度のもとに内容を見直す時期に入っ

たと考えます。そこで、行政コストの低減を中心に据えて、

などについて適正化を図る必要があります。こうした必要な見直しと適正化の推進によって生じる貴重な財源

は、さらに多くの市民が必要とするサービスや事業に充てられ還元されていくことを根底に据えるものです。

目指すべき本来の目的である「高いサービスと低負担」を継続させるため、こうした循環が適切に機能するよ

う必要な措置と体制づくりを推進するものとします。

【行政コストの低減化】　行政コストの低減は、市民・職員いずれもその意義と重要性を深く認識することが肝

心です。そのため、行政では各種事務・事業の効果を低下させることがないようコスト低減に向けて十分に配

慮し、創意工夫を積み重ねなければなりません。そのうえで課題を克服しながら、次のとおり効果的で効率的

な行財政運営を推進する必要があります。

【補助金支出の適正化】　補助金は、公益上、必要がある場合において寄付または補助することができるとされ

ており、補助金支出は、市民多数から理解が得られるよう見直すことが重要です。補助金受給団体の事業への

補助金の必要性や効果等も再度点検し、さらに必要とされる期限の設定などの見直しを行うこととし、次のと

おり適正化を推進する必要があります。

【各種団体の自主・自立化】　各種団体の統廃合や自主・自立化は、これまで同様、行政として積極的に助長するこ

とが大切です。それと同時に各種団体も自ら掲げる目標や目的に向かっていくための必要な努力と姿勢もまた重要な

ことです。加えて、補助金および委託料等も含め、これらを抜本的に見直し、次のとおり適正化を推進する必要があ

ります。

行政改革を進めるために行政改革を進めるために行政改革を進めるために

〇 公共施設整備のコスト縮減と実施時期の見直し　　　　〇 費用対効果への熟慮と見直し

〇 施設利用者の受益と使用料・手数料負担の公平性確保　〇 目的や対象が類似・重複している事務・事業の見直し

〇 所得など負担能力に配慮した制度への見直し　　　　　〇 本来の目的と実際の事業との整合性検証と是正

〇 物件費の抑制と維持補修費の合理化の推進　　　　〇 事務・事業における重複サービス等の洗い出しと適正化

〇 事務・事業の執行体制の見直しと適正な職員配置　〇 行政の各分野別の事務・事業の見直しによる整理や統合

〇 臨時職員の任用の見直しや職員人件費の抑制

〇 補助金の食糧費や目的外流用への制限と支出の見直し　　〇 各種団体の統合と補助金の整理・統合

〇 補助金受給団体の会計繰越状況を勘案した支出の見直し　〇 事業効果の検証

〇 阿賀野市監査委員の監査執行による指導および具申　　　〇 補助金交付および見直し基準の策定

〇 団体自らの存立意義と社会的に果たすべき役割の再認識　　〇 団体の自主・独立運営化への取り組みの強化

〇 行政依存から脱却と団体自ら創造的な発想と自由闊達な活動への志向

【保有土地の取り扱い】　現在保有している土地は、最大限利活用することが重要となります。具体的に利用計

画のない土地は、財源を生み出すために積極的な売却、賃貸等を図るなど見直すこととし、次のとおり適正化

を推進する必要があります。

【公共施設の取り扱い】　現在保有している各種公共施設はランニングコスト（維持管理費等）を改めて点検し、

必要な見直しや新たな利活用の検討が重要です。加えて、施設の延命化を図るなど、次のとおり適正化を推進

する必要があります。

【財源の確保】　現在、国では国庫補助・負担金の廃止や縮減、地方交付税の抑制を打ち出しており、今後その

影響を強く受けることが予想されます。このため、国の動向を慎重に見極め、市の予算を的確に組むことが重

要となります。さらに、安定的な税収確保を図るため新たな税源の涵養と収納率の向上に努め、次のとおり適

正化を推進する必要があります。

【扶助費の適正化】　市が単独事業で助成する扶助費には、負担能力（所得等）に関係なく一律に助成している

事業があります。次の事業について助成要件を精査し、負担能力と受給水準を均衡させるような適切な見直し

を図る必要があります。

【受益者負担の適正化】　公共施設を利用する際に支払う使用料・手数料は、市民多数の意向を踏まえ、施設の

維持管理費などの運営費を勘案したうえ、受益に応じた負担を求めることが公平性を確保するため重要です。

従って、使用料・手数料の受益と負担のあり方について、次のとおり適正な範囲において応分の負担を求める

必要があります。

【特別会計・企業会計の運営】　国民健康保険、介護保険、下水道などの特別会計や上水道、病院の企業会計の

独立採算制を強力に推進するとともに、一般会計から特別会計・企業会計への基準を超えた繰出は可能な限り

抑制することが重要です。そのため、上水道の安定供給や病院医療の安全対策に万全な体制を確保した上で、

外部委託の検討をはじめ、経営の一層の効率化を図り、健全財政の確保に最大限取り組みながら、将来を見通

した経営の改革・改善を強力に推進する必要があります。

　この行政改革は、市民多数のご意向が市の行財政運営を左右し、その結果が市民生活に直接影響が及んでく

ることを十分ご理解いただく必要があります。このため、市では、行政改革について、今後も「広報あがの」

やホームページでお知らせします。

　また、今回お知らせした「阿賀野市の行政改革推進について（緊急答申）」全文については、ホームページの

ほか、市役所企画政策課、各支所企画政策担当窓口でご覧になれます。

阿賀野市ホームページ　http://www.city.agano.niigata.jp/　問い合わせ　市役所企画政策課 ☎ 62 － 2510　内線 285

　行政改革について皆さんのご意見をお寄せください。いただいたご意見は行政改革の参考とさせていただきます。

提出の方法は、はがき、封書、ＦＡＸ、Ｅメール等によることとし、住所・氏名・電話番号の記載をお願いします。

（様式は問いません） あて先 阿賀野市企画政策課合併管理係　住所 〒 959-2092  阿賀野市岡山町 10 番 15 号

   ＦＡＸ 62 － 0281　　Ｅメール kikaku@city.agano.niigata.jp

〇 保有土地の活用用途の見直し　　〇 無償貸与物件の賃貸化への見直し

〇 現在、活用用途のない土地の売却および賃貸の推進

〇 施設のランニングコスト算定と必要な見直し　　〇 現在、活用用途のない施設の売却および賃貸の推進

〇 施設の活用範囲拡大、新たな利活用および統廃合等の検討　　〇 適切な時期での修繕等の実施

〇 税収増加を目的とした都市整備や商工業振興対策等の実施による企業誘致や定住促進、地元商工業の振興

〇 所得や新・増築、償却資産など課税対象の的確な把握

〇 市独自の固定資産税減免措置の見直し　　〇 訪問徴収の強化等、徴収対策の全庁的取り組みの強化

〇 母子家庭医療費助成事業   〇 身体障害者・知的障害者福祉事業   〇 老人福祉事業   〇 その他各種扶助事業

〇 企業会計の一層の改善と独立採算制の強化　　　〇 繰出し基準を超える繰出金支出の制限と抑制

〇 企業努力不足による負担転嫁措置の制限と監視　〇 抜本的な経営改善および将来のあり方の検討

〇 条例等で明記されている公共施設利用料の適正な徴収　　〇 施設借上料の適正化と見直し

〇 施設内への自販機等の設置者からの応分の負担　　　　　〇 各種使用料の適正化と見直し

阿賀野市の行政改革推進について（緊急答申）のあらまし

行政改革をご理解いただくために

ご意見をお寄せください

行政改革緊急推進の基本方針

各事項別内容
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【回答】

　気管支喘息は、慢性

の気道炎症が主体であ

ることが分かってきま

した。つまり、発作の

ないときにも、気管支

には炎症の状態が持続

していて、それが再び

強い発作を起こした

り、将来、薬が効きに

くくなったりする原因になるようです。

　実際に、喘息の人は、健康な人に比べて呼

吸機能（一秒量 : 一秒間に吐き出せる空気の

量。低下すると息切れしやすくなります。）

が低下しやすいことが分かっています。加齢

だけでも呼吸機能は低下しますが、喘息患者

さんは、1 年間

に平均して 16ml

ずつ多く低下す

るそうです。1

年間では少ない

量ですが、10年、

20 年と積み重な

ると大きな違い

になります。

　では、なぜ違いが起こるのでしょうか？

慢性炎症がきっかけで、気道のリモデリング

という現象が起こることが分かりました。こ

れは、炎症によって、気管支の筋肉や繊維の

量が増えて気管支の壁が厚くなり、内腔が細

くなるものです。少し例えが違うかもしれま

せんが、ゴム風船を膨らませるときに、ゴム

が硬かったり、口の部分が細かったりすると、

膨らませるのに大きな力がいるのと同じよう

な状態になります。

　したがって、将来、呼吸機能が低下したり、

喘息が治りにくくならないようにするには、

出来るだけ炎症を抑えてあげることが重要に

なります。炎症の状態を測定することができ

ればいいのですが、まだ難しいようです。（呼

気中の化学物質の測定などで推定したりする

方法が研究中です）

　いま、お使いの吸入ステロイド薬は炎症を

抑える効果も強く、喘息治療に最も推奨され

ています。

　薬を中止する時期を決めるのは難しいとこ

ろもありますが、軽度の発作でも月に 1～ 2

回ある場合は、治療を継続したほうが良いと

考えられています。担当の先生とも治療の期

間について、ご相談ください。

内科部長

榎本　克巳

【質問】　 　高校生の息子が、気管支喘息で治療を受けています。吸入ステ

ロイドという薬を続けていると発作はほとんどありません。でも、

薬をやめると、発作が週に 1回くらい起こります。発作止めの薬

を使うとすぐに良くなりますが、治療はいつまで続けたらいいの

でしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（42 歳　主婦）

気管支喘息の話

参考文献
１）棟方  充： 気道病変のリモデリングと治療日本

内科学会誌　90：2100-2105，2001．

２）喘息予防・管理ガイドライン 2003

　水原郷病院では、外来・入院患

者様の治療と療養のために全館禁

煙とさせていた

だいております。

ご理解のうえ、

ご協力をお願い

します。

治療・療養のために治療・療養のために

みんなであそぼ！ ～水原地区親子あそびの教室～

♪あそびの教室って？
　「こどもといっぱい遊びましょう」なんて簡単に言われても･･･遊ぶ場所がなかったり、近所にお友
達がいなかったり、子育てのストレスってたまっちゃうけど、他のお母さんはどうなのかしら･･･と
感じることはありませんか？
　広い場所でおもいっきりこどもと遊び、お母さん同士で子育ての不安や悩みをおはなしできる場と
して、水原地区では１歳以上のお子さんを対象にあそびの教室を開催しています。

♪こんなことをしています
　まずは好きなおもちゃで自由あそび！　ままごと、お絵かき、ボールあそびなど･･･最初は恥ずか
しがっていてもだんだん慣れてきますよ。後半は、みんなでリズム体操や親子あそびをして、おもいっ
きりからだを動かします。
　また、保育士さんから手遊びを教えてもらったり、紙芝居をみんなで楽しみます。

♪こんな心配は無用です
　「他の子と上手に遊べるか心配」
「おばあちゃんが連れて行ってもい
いのかしら」という不安を持つお母
さんもいるのでは？　大丈夫です
よ。まずは参加してみましょう！！

♪どこでやってるの…？
　参加するには…？
　水原地区では月４回（３会場）で
行っています。対象町内や会場・日
程などについては、健康づくり日程
表で確認していただくか、水原保健
センターにお気軽に問い合わせくだ
さい。また、初めて参加される方
は、水原保健センターにご連絡くだ
さい。

♪いろんな親子の交流の場があります
　内容・会場等については各支所へ問い合わせください。
＜問い合わせ＞
　健康推進課　水原保健センター　☎６２－２５１０　内線６３４･６３５
　安田支所　☎６８－３２７５　　笹神支所　☎６２－４１４１　　京ヶ瀬支所　☎６７－２１１１

　12 月 14 日、61 人の会員が参加し、水原公民館で第 1回研修会を開催しました。

　『自分と家族の食事について振り返ってみよう』をテーマに豊栄市在住の吉井管理栄養士から、経

済と健康の関係や緑黄色野菜の食べ方、使いまわしの方法など、身近な話題につ

いてユーモアを交えてお話しいただきました。

　今回の研修会で「健康には食事が大切だ」と改めて思い、健康管理は家族から

始まり、地域へと伝えることの大切さを感じました。現在は、各地区で調理実習

や弁当ダイエットの講話などの地区活動を実施しています。

ちょっとしたこと
でも、気軽に相談
できるから助かる。

他のお母さんとの
交流がうれしい。

ガンバッテいます  食推さん 阿賀野市食生活改善推進委員協議会

最初は泣いていたのに、今では自
分から参加できるようになって、
入園への自信にもなりました。

家でもできる遊びを
教えてもらって、家
でも楽しく遊べるよ
うになりました。

ぜん そく
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図書館情報

222

市立図書館（曽郷） 水原図書館

館内利用者数 　４，２３７人 １，２３３人

館外貸出者数 １，８６７人 ７７６人

館外貸出冊数 ６，８４９冊 ２，７４５冊

開　館　日 ２１日 ２２日

笹神図書館 安田図書館

館内利用者数 ─────
※ 蔵書点検によ

る休館のため、

　統計データなし

館外貸出者数 １９３人

館外貸出冊数 ３２７冊

開　館　日 ２７日

　図書館では、毎月「おはなし会」を開催してい

ます。絵本の紹介、絵本読み聞かせ、ストーリー・

テリング、楽しい手遊びの会です。大人も子ども

も皆で楽しいひとときを過ごしましょう。

●おはなしのじかん

☆と　き　毎週土曜日 ( 第４土曜を除く )

　　　　　午後２時～

☆ところ　市立図書館（曽郷・☎６７ー２５００）

☆対　象　幼児から

☆と　き　2月 10 日 ( 木 ) 午前 10 時 30 分～

☆ところ　水原公民館・２階『日本間』

　　　　　（山口町１・６２ー２０２８）

☆対　象　幼児・保護者

12 月の図書館利用状況

　19 世紀後半、アメリカで空前の日本
ブームが起こった。その中心となったの
が、ティファニー社の創業者チャールズ・
ティファニーとその息子のガラス作家ル
イスである。日本の美術工芸品を愛し、
技術を学ぼうとしたティファニー親子。

芸術家一族の栄光と苦悩を辿
たど

る中で、ティ
ファニー家と日本の深いつながりを描い
たノンフィクション。

（この本は市立図書館にあります）

『日本を愛したティファニー』
久我なつみ／著　( 河出書房新社 )

　大戦下のワルシャワの街に突然現れた
ジプシーの少年。自分の名前も年齢も知
らない彼はユダヤ人孤児たちの仲間にな
る。しかし、彼らをとりまく状況は日ご
とに過酷さを増し、大人たちの会話には
「ジャックブーツ」「移住」「壁のむこう」
という言葉がのぼるようになる…。ゲッ
トーの壁で隔てられた２つの世界、理不
尽な時代のうねりの中で必死に走りつづ
ける少年の姿を『スターガール』のスピ

ネッリが切なく描きます。ゴールデンカイト賞受賞作。
（この本は市立図書館、安田図書館にあります）

『ミルクウィード』
ジェリー・スピネッリ／著　( 理論社 )

市立図書館からおしらせ

2 月 21 日 ( 月 ) ～ 3 月 4 日 ( 金 ) の期間、蔵書点

検のため市立図書館をお休みします。ご不便をお

かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

安田図書館
リニューアルオープン
　安田図書館では蔵書点検および書

棚の配置換えのため、臨時休館をし

ていました。皆さんには大変ご不便

をおかけしていましたが、1月 5日よ

りリニューアルオープンしました。児

童図書コーナー（右の写真）を充実さ

せ、開館時間も午後6時までに延長し、

より利用しやすくしました。多くの

方のご来館をお待ちしています。

●おはなしこんにちは

『新着図書』の目録は、各図書館に備え付けてあ

ります。ご自由にご覧ください。

『みかん』
中島睦子／作　こうやすすむ／監修　( 福音館書店 )

　冬の果物といえばみかん。こたつに入っ
て食べるみかんは冷たくておいしいです
よね。でも、みかんはどんなふうに大き
くなるのかな。食べるときちょっと気に
なる白いすじにも実はこんな働きが…。
皮をむかずに袋の数を当てる方法やみか
んを使った遊びも紹介しています。食べ
て、遊んで楽しめる、みかんの魅力がいっ
ぱいつまった絵本です。

（この本は市立図書館にあります）

裸まいり写真展

　市立図書館
では、保田 (安

田地区 )、下

ノ橋 (京ヶ瀬地
区 )で行われた

裸まいりの

写真展を開催
します。阿賀

野市の伝統行

事を知ってい
ただく良い機

会です。ぜひ

ご覧ください！

期　日　2月1
0日 (木 )～ 2

月 20日 (日 )

　　　　※2月
11日 (祝・金 )､

14日 (月 )､

　　　　　17
日 (木 )は休館

日です。

時　間　午前
9時 30分から

午後5時まで

　　　　(平日
は午後6時まで

)

会　場　市立図
書館ギャラリー

　

阿
賀
野
市
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
明
治
と
な

る
と
、
延え

ん

享
き
ょ
う

三
年
（
一
七
四
六
）
か

ら
続
い
た
幕
府
直
轄
領
地
と
し
て
の
支

配
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　

明
治
新
政
府
は
戦
役
が
治
ま
る
と
新

た
な
拠
点
と
し
て
、
明
治
二
年
、
そ
れ

ま
で
の
代
官
所
に
代
わ
り
「
越
後
府
」

を
水
原
に
置
く
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

知
事
に
は
壬み

生ぶ

基も
と

修お
さ

、
判
事
に
は
後
に

萩
の
乱
を
起
こ
す
前ま

え

原ば
ら

一い
っ

誠せ
い

が
着
任
し

て
行
政
運
営
と
庁
舎
の
建
設
に
と
り
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
造
営
地
は

江
戸
中
期
か
ら
田で

ん

地ち

の
収
積
を
主
に
大

地
主
と
し
て
財
を
成
し
た
市
島
家
が
、

天
保
八
年
（
一
八
四
二
）、
五
年
の
歳

月
を
か
け
て
築
造
を
完
工
し
た
と
こ
ろ

に
な
り
ま
し
た
。
市
島
家
は
代
々
の
志

を
継
い
だ
事
業
と
い
う
こ
と
で
「
継け

い

志し

園え
ん

」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
継
志
園
は
、
慶
応
四
年
（
一
八

六
八
）
の
北
越
戊
辰
戦
役
で
は
初
め
会

津
軍
が
陣
を
構
え
、
会
津
軍
退
却
後
は

薩
摩
・
長
州
を
中
心
と
し
た
官
軍
が
入

り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
市
島
家
の
建

物
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
、
地
所
だ
け
が

残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
を
、
市

島
家
か
ら
献
上
さ
れ
た
こ
と
で
新
政
府

は
越
後
府
の
庁
舎
造
営
場
所
と
し
た
の

で
す
。

　

新
政
府
は
こ
の
他
、
有
力
者
か
ら
米

千
俵
と
か
千
両
と
い
っ
た
献
上
や
献
金

が
さ
れ
、
庁
舎
も
明
治
二
年
四
月
か
ら

工
事
に
か
か
り
、
九
月
に
は
上
棟
さ
れ
、

新
政
府
の
始
動
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
後
府
に
は
、
庶
務
方
・
社
寺
方
・

租
税
方
・
刑
法
方
・
営
繕
方
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
同
年
七
月
に
政
府
の
方
針

と
し
て
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
以
外
は

『
府
』
と
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

越
後
府
は
「
水
原
県
」
と
名
称
が
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
新
政
府
の
拠

点
と
し
て
軌
道
に
乗
っ
て
進
も
う
と
し

て
い
た
十
月
に
、
出
先
機
関
で
あ
る
新

潟
局
か
ら
《
こ
れ
か
ら
は
外
国
と
の
交

易
も
増
え
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
だ

か
ら
港
の
あ
る
新
潟
に
県
庁
を
置
く
こ

と
が
最
適
で
あ
る
。
新
潟
で
は
庁
舎
も

完
成
し
て
い
る
。
庁
舎
も
二
ヵ
所
に
置

く
の
は
財
政
的
に
も
無
駄
で
あ
る
》
と

い
っ
た
理
由
を
述
べ
た
書
面
が
新
政
府

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

新
政
府
は
《
水
原
の
庁
舎
も
せ
っ
か
く

出
来
つ
つ
あ
る
の
で
、
全
部
引
き
上
げ

ず
新
潟
を
本
庁
と
し
て
水
原
を
出
先
と

す
る
方
向
で
考
え
て
は
》
と
の
回
答
を

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、

水
原
の
庁
舎
は
完
成
し
た
の
で
す
。
出

発
は
越
後
府
で
完
成
は
水
原
県
と
い
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
翌
明
治
三
年
三
月
、
新
政
府

は
つ
い
に
水
原
県
を
廃
止
し
、
新
た
に

新
潟
の
庁
舎
で
「
新
潟
県
」
と
し
て
水

原
は
分
局
の
「
水
原
局
」
と
な
り
ま
し

た
。
明
治
と
い
う
近
代
の
草
創
期
の
下

越
の
政
治
拠
点
機
関
で
あ
っ
た
「
越

後
府
（
水
原
県
）」
は
一
年
余
り
で
そ

の
役
目
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
後
は
、
新
政
府
の
通
達
に
よ

り
、
明
治
六
年
ま
で
に
庁
舎
も
売
却
さ

れ
、
そ
の
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

売
却
さ
れ
た
建
物
が
ど
こ
に
い
っ
て
ど

う
使
わ
れ
た
か
は
不
明
で
す
。
一
部
は

地
域
に
残
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す

が
。

　

そ
し
て
、
跡
地
は
元
の
所
有
者
の
市

島
家
に
返
さ
れ
ま
し
た
。
市
島
家
は
水

原
を
後
に
し
、
天
王
（
現
在
の
新
発
田

市
天
王
）
に
明
治
八
年
に
居
を
移
し
ま

し
た
。
昭
和
二
十
年
水
原
町
と
地
元
の

有
志
に
よ
り
資
金
を
得
て
町
が
買
い
取

り
ま
し
た
。
戦
争
中
は
食
糧
確
保
の
た

め
一
部
を
開
墾
し
畑
と
し
て
使
わ
れ
た

り
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は「
越

後
府
跡
」
と
し
て
新
潟
県
の
文
化
財
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
以
後
、地
域
に
人
々

の
憩
い
の
場
と
し
て
老
若
男
女
が
訪
れ

〔
て
ん
ち
ょ
う
や
ま
〕
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
呼
び
名
の
漢
字
は
『
天

朝
山
』
か
『
天
長
山
』
な
の
か
で
す
が
、

歴
史
的
事
実
は
越
後
府
跡
で
あ
り
、〔
て

ん
ち
ょ
う
や
ま
〕
は
通
称
で
す
か
ら

断
定
す
る
文
書
等
の
資
料
は
あ
り
ま
せ

ん
。
以
前
は
ど
ち
ら
も
使
っ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、県
指
定
申
請
の
書
類
に
「
天

長
山
」
と
し
た
た
め
公
文
書
で
は
『
長
』

の
文
字
を
使
い
ま
す
。
た
だ
し
、
検
討

を
し
た
中
で
通
称
名
で
も
あ
り
、
明
治

政
府
は
朝
廷
の
機
関
で
あ
り
、
そ
の
一

つ
と
し
て
越
後
府
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
し
て
日
本
は
『
本
朝
』
と

称
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
『
朝
』
の
文
字
を
用
い
た
「
天
朝
山
」

が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
一
応
の

結
論
を
み
た
と
こ
ろ
で
す
。
阿
賀
野
市

で
も
こ
の
表
記
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
明
治
元
年
の

文
書
類
は
世
情
が
混
乱
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
れ
ば
貴

重
で
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
天
朝
山

に
一
度
出
か
け
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

越
後
府

▽
近
代
阿
賀
野
の
幕
開
け
△

復元された「越後府矢倉」復元された「越後府矢倉」
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皆さんからのご意
見・ご感想をお待
ちしています。

ペットボトルの

正しい出し方

●
酉
年
の
皆
さ
ん
の
新
年
の
抱
負
を
読

ん
で
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ぜ

ひ
来
年
は
戌
年
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
私
も
酉
年
生
ま
れ
で
す
。
今
年
も
ま

た
が
ん
ば
り
ま
す
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
１
月
の
広
報
に
は
私
の
名
前
が

載
っ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ク
イ
ズ
の
答
え｢

岩
瀬
の
清
水｣

は

僕
の
学
校
の
自
慢
だ
よ
！　

市
長
さ

ん
、
笹
岡
小
学
校
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。 

（
７
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ク
イ
ズ
で
新
年
か
ら
頭
を
は
た
ら
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 
（
９
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
が
役

に
立
ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
最
近
、
吉
田
東
伍
博
物
館
へ
行
っ
た

の
で
、
ふ
る
さ
と
探
訪
は
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
裏
技
・
節
約
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
作
っ

て
欲
し
い
。 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
１
月
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
に
知
っ

て
い
る
人
の
絵
が
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
！

　

そ
し
て
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
紹
介
に
私

が
参
加
し
て
い
る
阿
賀
野
市
弓
道
会
が

載
っ
て
い
て
ま
た
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
あ
が
の
17
年
も
頑
張
れ
！

 

（
60
代
・
男
性
）

●
占
い
欄
を
作
っ
て
！ 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
表
紙
の
市
長
さ
ん
、
園
児
に
囲
ま
れ

て
嬉
し
そ
う
。
そ
の
中
に
い
て
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
守
ろ
う
と
い
う
責
任
感

の
あ
る
顔
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
よ
く

撮
れ
た
一
枚
で
す
。 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
４
コ
マ
マ
ン
ガ
の
か
っ
ち
ゃ
ん
き
ん

ち
ゃ
ん
、お
ん
も
し
ぇ
〜
。 （
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ク
イ
ズ
の
答
え｢

岩
瀬
の
清
水｣

。
第

１
回
阿
賀
野
市
陸
上
大
会
で
そ
の
水
を
飲

み
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
の
で
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
年
齢
を
低
く

し
て
み
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

掲
載
し
て
い
る
写
真
が
も
う
少
し
大
き
く

て
も
い
い
で
す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
私
は
歴
史
好
き
で｢

ふ
る
さ
と
探

訪｣

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
吉
田
東
伍

さ
ん
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
い
つ
か

こ
の
阿
賀
野
市
か
ら
ま
た
活
躍
す
る
人

物
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
お
正
月
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
い

き
、
こ
の
広
報
を
発
見
！　

ク
イ
ズ
好

き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
解
き
ま

し
た
。
今
度
岩
瀬
の
清
水
に
い
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 
（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ゴ
ミ
に
つ
い
て
書
い
て
あ
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
日
ご
ろ
、
ゴ
ミ
の
捨
て

方
に
は
正
直
困
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後

も
そ
の
他
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
お
願
い
し

ま
す
。 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
青
春
ing
に
出
て
い
た
音
田
さ
ん
。
高

校
で
の
活
躍
期
待
し
て
い
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
、
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
１
月
号
の
表
紙
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
見
て
元
気
が
出
ま
し
た
。 （
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
内
の
知
ら
な
い
地
名
が
多
い
の
で
、

地
名
紹
介
が
楽
し
み
で
す
。 （
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
学
校
の
授
業
で
ゴ
ミ
の
学
習
を
し
ま
し

た
。
広
報
に
も
ゴ
ミ
の
分
別
が
載
っ
て
い

て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
１
月
号
は
同
年
代
の
中
学
生
が
結
構

載
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
若
者
に

も
う
け
る
よ
う
な
広
報
を
お
願
い
し
ま

す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
昨
年
は
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、

今
年
は
災
害
の
無
い
良
い
一
年
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
長
の
あ
い
さ
つ
は
今
後
の
阿
賀
野

市
の
方
向
性
が
良
く
示
さ
れ
て
お
り
参

考
に
な
り
ま
し
た
。 

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
調
査
結
果
が

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に

関
連
し
て
い
て
大
切
な
テ
ー
マ
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
少
子
化
問
題
。
そ
れ
な

の
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
低
か
っ

た
の
は
残
念
で
す
。 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
17
年
度
の
成
人
式
は
ど
こ
で
ど
ん
な

風
に
や
る
の
で
す
か
？ 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

☆
今
年
は
５
月
３
日
（
火
・
祝
）、
水

原
総
合
体
育
館
で
４
地
区
統
一
し
て
行

い
ま
す
。

○
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源
ご
み
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設

置
場
所
に
確
実
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
全
地
区
と
も
ス
ペ
ー
ス
節
約
の
た

め
、
つ
ぶ
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
広
報
あ
が
の
１
月
号
18
・
19
ペ
ー
ジ

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
ま

す
と
と
も
に
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

◎
水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
る
粗
大
ご
み
の
中
に
「
畳
」

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
し
た
。

「
畳
」
は
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
の
許
可
を

得
て
か
ら
個
人
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
安
田
地
区
の
粗
大
ご
み
の
出
し
方
で

大
き
さ
の
上
限
を
示
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
へ
個
人

で
持
ち
込
む
場
合
の
寸
法
で
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
す
際
の
寸
法
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
場
合
は
、

全
戸
配
布
済
み
の
「
ご
み
の
正
し
い
出

し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区
》

○
キ
ャ
ッ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
ご
み
へ
出
す
。（
キ
ャ
ッ
プ
付
き
の

ボ
ト
ル
が
依
然
と
し
て
３
割
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
数
千
本
の
キ
ャ
ッ

プ
を
取
り
外
す
作
業
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。）

　

ラ
ベ
ル
は
取
り
外
し
や
す
い
よ
う
に

ミ
シ
ン
目
を
入
れ
た
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
マ
ー
ク
を
付
け
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
従
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
│
４
５
７
１
）

《
安
田
地
区
》

尚
しょう

古
こ

会
かい

◇代　表　井上　久（新保）
　会員数 １１名　
　活動日　毎月第 3もしくは第 4月曜日　午後 1時～午後４時　　　　

　場　所　安田コミュニティセンター　

　連絡先　安田充
みつとし

年（保田）　☎６８－２１５１

◇もっと教えて！
　俳句は有季定型（季語が入った 17 字）を原則とした、短い中にも
奥が深い正統派文芸です。だからこそ一字一句が重要で意味があり、
おもしろいのです。四季の変化に富んだ日本の風土は俳句を詠むに
は最適です。
　一日一句、日記の代わりに俳句が詠めたら、どんなに豊かでしょう。
全てのものに ｢天然の息吹 ｣を感じ、素材探しが楽しくなります。

芭蕉を追究する
◇活動内容
　松尾芭蕉の句を受け継ぐ俳句の会です。
　江戸時代から続く歴史の古い会で、その間何冊か本も発行してい
ます。月１回の活動日には、会員が気候の変化や日常生活の中から
詠んだ句を持ち寄り、お互いに批評。さらには師匠と仰ぐ蒲原ひろ
し先生に選評・指導をいただいています。
　春は観桜会、秋は観楓句会、11 月は芭蕉忌・・と季節、場所を移
して吟行も行い、俳句を楽しんでいます。

曽
そ

我
が

 佳
か

世
よ

子
こ

さん  （21 歳・下黒瀬）

　ＪＡ北蒲みなみ京ヶ瀬給油所にお勤めの
曽我さんにインタビューしました。

Q この仕事に就いてどれくらいですか？
　今年で 3年目です。最初は大きな声を出
すのが恥ずかしかったですね。

Q  大変なことは？
　外での仕事がほとんどなので、夏暑くて、
冬寒いこと！　ほんと、つらいです。でも、
お客様が笑顔で帰ってくれると、やりがい
を感じます。

Q 嬉しいことはありますか？
　3年目ということもあるし、地元という
こともあって、お客様に顔を覚えてもらえ
たことでしょうか。いろんな人から声をか
けてもらえるんですよ。それから、子ども
が大好きなので、家族連れのお客様が来て
小さい子から手を振ってもらえるとすごく
嬉しいですね。

Q  どんな性格ですか？
　すごく気が短いんです。すぐキレちゃう
んですよ。もちろん、職場では抑えてます
けどね（笑）。

Q お休みの日は何を？
　平日の休みが多くて友だちとはなかなか
会えないので、一人で買い物に行ったり、
家でDVDを見たりしています。人ごみがあ
んまり好きじゃないので、一人で静かにし
ているほうが多いかな。DVDは映画も見ま
すが、お笑いも大好きでよく見るんですよ。

Q  これからの目標や夢を教えてください。
　うーん…？ 結婚！！ 20 代前半に結婚し
て子どもがほしいです（照）。

Q  最後に、阿賀野市に期待することは？
　現状維持！ 結構、田舎っぽい所が好きな
ので自然をこのまま残してほしいですね。

　笑顔の素敵な曽我さん。これからもお客
様にその笑顔を振りまいてください。
　ありがとうございました。

P.N やまなむさん P.N トゥイーティーさん 酒井　絵梨さん下條　亜希さんP.N 青リンゴさん

天
保
14
年
に
建
立
し
た
芭
蕉
句
碑

（
安
田
八
幡
宮
地
内
・
左
側
）

中に入った異
物、キャップ
を取り除き、
水でよくすす
いで乾かして
ください。

できるだけ容積が少なくなるように
足で踏みつぶしてください。

飲料・酒・しょうゆ用
に使われたペットボト
ルだけを出してくださ
い。

①

③

②

リサイクルの手順

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音

は
せ
を
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イ ワ セ ノ シ ミ ズ

★１月号の正解は次のとおりです。★ ☆応募の方法など☆

京ヶ瀬地区 ALT ミッチェル先生による授業風景です。（前山小学校）

　上の 2つの写真で、３か所だけ左右ちがうところ
があります。問題の答えと 2月号の感想などを書い
て、あなたの住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、
ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで 2月 14 日（月）まで
に応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希望
する方は、その旨をお書きください。( 氏名も必ず
書いてください）。
　正解者の中から抽選で毎月 10 名の方に 500 円の
図書券をプレゼントします。
ＦＡＸ： ０２５０ー６２ー０２８１
Eメール： kikaku@city.agano.niigata.jp

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　

 

広
報
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阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2

★１月号の当選者
 ・横田　亀寿さん・かさはらちかさん・岩野　千枝さん
 ・P.N Asakoママさん・P.N クマちゃん・五十嵐かずさん
 ・P.N ロクセイさん・P.N エッちゃん・野村キミ子さん
 ・P.N デンシレンジさん

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待
ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、
自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

《応募総数 91 通　正解者 88 人》
ありがとうございました。
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チ

コ
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カ

シ
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▼
京
ヶ
瀬
地
区「
裸
詣
り
」の
取
材
は
寒
か
っ

た
ー
。
頭
に
鉢
巻
、
腰
に
し
め
縄
を
巻
い
た

姿
の
皆
さ
ん
の
寒
さ
は
比
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
ね
。
ち
な
み
に
こ
の
日
の
最
低
気
温
は
マ

イ
ナ
ス
１
度
。
八
幡
宮
の
周
り
は
原
っ
ぱ

で
天
候
は
吹
雪
。
体
感
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
？ 

度
か
な
。
そ
れ
で
も
境
内
に
は
気
合
の
入
っ

た
雄
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、
40
〜
50

人
は
い
る
と
思
わ
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
や
テ
レ

ビ
局
の
姿
も
。
私
は
手
が
か
じ
か
ん
で
良
い

写
真
は
撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
「
消
防
出
初
式
」。
こ
の
日
は
朝
か
ら
あ

い
に
く
の
雪
。
お
ま
け
に
風
ま
で
吹
い
て
い

て
、
写
真
を
撮
る
に
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
悪

条
件
。
そ
れ
で
も
一
斉
放
水
の
と
き
は
小
降

り
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
市
中
行
進
で
は
降

る
わ
降
る
わ
。
カ
メ
ラ
を
タ
オ
ル
で
ガ
ー
ド

し
な
が
ら
傘
を
首
と
肩
で
は
さ
み
、
妙
な
格

好
で
消
防
車
両
を
待
ち
構
え
て
い
た
と
き
、

横
か
ら
ス
ー
ッ
と
神
の
手
が
現
れ
傘
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
寒
い
中
に
も
心
温
ま

る
瞬
間
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
私
は
安
田
地
区
の｢

裸
参
り｣

に
出
動
、

裸
の
人
た
ち
が
い
る
一
方
で
上
下
と
も
に
5

枚
重
ね
と
い
う
雪
だ
る
ま
状
態
で
出
か
け
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
常
に
前
で
写
真
を
撮

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
住
吉
神
社
か

ら
八
幡
宮
ま
で
走
り
っ
ぱ
な
し
。
お
か
げ
で

頭
も
体
も
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
取
材
は
八
幡
宮
前
で
打
ち
切
り
、
そ

の
後
の｢

だ
ん
ご
ま
き｣

は
一
市
民
と
し
て

参
加
。
転
び
な
が
ら
も
餅
を
9
個
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
た
。こ
れ
で
今
年
は
病
気
知
ら
ず
で
す
。

睦 

月 

三 

題

睦む

月つ
き

た
ち　

　

春
の
来
ら
ば
斯か

く
し
こ
と

　
　

梅
を
招お

き
つ
つ
楽
し
き
終
へ
め

　　

万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
お
正
月
も

間
も
な
く
終
え
、
二
月
五
日
か
ら
始

ま
る
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
の
「
第

十
回
世
界
の
洋
ら
ん
展
」
が
春
の
訪

れ
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
に
、
草
木
が

更
生
す
る
如き

さ
ら
ぎ月

を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

歳　

祝

　

例
年
、
睦
月
は
年
始
め
の
各
種
の

行
事
が
加
わ
り
慌
し
さ

を
増
し
ま
す
が
、
こ
の
中

で
心
待
ち
に
し
て
い
た

の
が
、
正
月
二
日
に
開

催
さ
れ
た
安
田
地
区
の

四
十
二
歳
の
歳
祝
同
期

会
で
し
た
。
こ
れ
は
、
戦

争
中
か
ら
安
田
地
区
に

続
い
て
い
る
歳
祝
の
会

で
、今
年
八
十
四
歳
を
迎
え
た
私
は
、

年
齢
が
ち
ょ
う
ど
半
分
の
皆
さ
ん
の

大
先
輩
で
あ
る
阿
賀
野
市
長
と
し
て

祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
集
い
で

す
か
ら
打
ち
解
け
る
の
に
時
間
は
要

り
ま
せ
ん
。
近
況
を
お
聞
き
す
る
と
、

地
元
に
根
を
下
ろ
し
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
が
多
い
中
で
、
異
郷
の
地
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
実
業
家
や
大
学
助

教
授
な
ど
多
才
な
顔
触
れ
が
あ
り
、

保
育
所
長
を
兼
務
し
た
頃
の
幼
顔
と

は
想
像
も
つ
か
ぬ
逞
し
い
成
長
に
、

阿
賀
野
市
磐
石
の
重
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

東
京
新
潟
県
人
会

　

県
人
会
の
平
成
十
七
年
新
年
会

は
、
一
月
十
六
日
、
丸
の
内
の
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
出
席
者
が
千

名
を
超
え
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

会
場
正
面
に
「
が
ん
ば
ろ
う
！
新

潟
」
の
幕
を
掲
げ
、
遠
く
古
里
を
離

れ
た
在
京
県
人
が
熱
い
望
郷
の
真
心

に
燃
え
た
光
景
は
、
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
も
の
で
し
た
。

　

郷
土
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う

想
い
に
、
泉
田
知
事
を
始
め

と
す
る
地
元
の
方
々
と
米
山

県
人
会
長
や
会
員
が
一
体
と

な
っ
て
、
県
土
の
再
建
を
誓
っ

た
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
所
式

　

Ｊ
Ｈ
北
陸
支
社
新
潟
工
事

事
務
所
の
前
身
は
、
昭
和

五
十
八
年
十
一
月
一
日
に
開

設
さ
れ
た
新
潟
調
査
事
務
所
で
す

が
、
本
年
二
月
一
日
で
廃
止
と
な
る

こ
と
か
ら
、
去
る
一
月
十
七
日
に
閉

所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
関
わ
り
を
持
っ
た
私

は
、
九
代
続
い
た
所
長
を
始
め
沿
線

首
長
、
国
県
公
団
関
係
者
と
旧
交
を

温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
光
武
帝
の
「
志
竟

ツ
イ
ニ

成
」

の
言
葉
を
思
い
お
こ
し
ま
し
た
。

こ
こ
が
笹
神
の
中
心
だ
っ
た
？

　

次
郎
丸
と
上
坂
町
は
、
瓢
湖
か
ら
出
湯

温
泉
へ
向
か
う
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
す

る
柿
畑
の
広
が
っ
た
の
ど
か
な
集
落
で

す
。
一
説
で
は
そ
の
昔
、
こ
の
地
に｢

坂

町
港｣

と
い
う
港
が
あ
り
、
そ
こ
で｢

次

郎
丸｣

と
い
う
船
が
沈
没
、
助
か
っ
た
乗

組
員
た
ち
が
こ
の
地
を
開
拓
し
た
こ
と
か

ら
こ
れ
ら
の
地
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
鎌
倉
時
代
の
書
物
を
開

く
と｢

白
川
庄
猿
田
村･

･
･
｣

と
記
述
が

あ
り
、
こ
れ
は
ど
う
も
笹
神
地
域
の
よ
う

で
、
更
に
上
坂
町
に
は｢

猿
田｣

と
い
う

小
字
も
あ
る
こ
と
か
ら
実
は
上
坂
町
辺
り

が
笹
神
地
域
の
中
心
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
二
つ
の
集
落
は

行
政
区
こ
そ
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
隣
同

士
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
行
事
、
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

｢

い
い
ト
コ｣

探
し
か
ら
夢
実
現

　

10
年
程
前
に
北
蒲
原
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の｢

明
る
い
村
づ
く
り｣

事
業
の

一
環
で
集
落
の
誇
る
べ
き
も
の
は
何
か
？

と
い
う
探
索
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

あ
が
っ
た
一
つ
が
旧
公
会
堂
の
横
に
あ
る

杉
の
木
で
す
。
か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た

神
社
を
合
社
し
た
記
念
に
植
樹
し
た
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、
直
径
４
m

で
樹
齢
は
四
百
年
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
木
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
つ
。（
次
郎
丸
、
上
坂
町
は
）

農
業
で
生
き
て
い
る
、
農
業
を
基
本
と
し

た
集
落
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ

こ
か
ら
話
は
膨
ら
ん
で
い
き
、
何
度
も
話

し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
江
戸
時
代
か
ら

一
度
も
手
を
入
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
田

ん
ぼ
を
基
盤
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
山
、
畑
、
川
が
入
り
組
み
、
近
年
の

大
型
機
械
化
農
業
に
は
対
応
で
き
な
い
条

件
の
悪
い
田
ん
ぼ
に
集
落
民
は
長
年
ど
ん

な
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
か･

･
･

。
平
成

10
年
着
工
、
同
年
8
月
の
水
害
を
乗
り
越

え
15
年
3
月
、
5
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う

や
く
私
た
ち
の
願
い
が
叶
い
ま
し
た
。

念
仏
講
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ

　

こ
こ
で
は
今
も
念
仏
講
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
時
絶
え
そ
う
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
集
落
の
音
頭
・
協
力
で
継
承
で

き
る
こ
と
に
。
先
輩
か
ら
作
法
・
流
れ
を

教
わ
り
、
葬
式
が
あ
る
と
指
揮
を
取
っ
て

同
じ
里
で
生
き
た
故
人
に
最
期
の
あ
い

さ
つ
を
す
る
の
で
す
。
今
は
定
期
的
に
集

ま
り
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ま
と
ま
り

が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

無
く
し
た
く
な
い
大
切
な
集
落
の
文
化

で
す
。

（
取
材
協
力
＝
山
崎
清
さ
ん
、
横
山
与

あ
た
え
る

さ

ん
、
菅
井
均
さ
ん
、
遠
藤
貞
雄
さ
ん
）

人　口／世帯数

■次郎丸  174 ／ 45

■上坂町 　47／ 10
（１月１日現在）

市役所から市営バス五頭

温泉郷・笹神・水原線で

約35分（遠藤商店前下車）

● 

今
月
は 

次じ

郎ろ
う

丸ま
る

・
上か

み

坂さ
か

町ま
ち 

で
す 

●

R290

R460

R49

新津市

横越町

新発田市豊栄市

三川村

五泉市

次郎丸
上坂町

県営ほ場整備事業竣工記念碑
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【人の動き】 人口 48,679 人（－９） 男 23,525 人（－３） 女 25,154 人（－６） 世帯数 13,358 (±０)

平成 17 年１月１日現在（　）は前月比 出生 31 人・死亡 44 人・転入 65 人・転出 61 人

丸山龍
りゅう

真
しん

くん（２歳）／安野町（パパ賢
けん

宗
しゅう

さん・ママ友
とも

美
み

さん）

　ぼくは『りゅうしん』。１がつに２さいになったばかりだよ。
　ぼくはおさんぽがだいすき。はれたひには、じてんしゃにのせて
もらってしょうぼうしゃをみにいくんだ。ふゆはさむくてじてん
しゃにのれないけど、ぼくのあかいさんりんしゃにのって、しょう
ぼうたいになるんだ！！

　オレ、『そら』。このとおり犬も

うらやむナイスバディ。3年前か

ら体のことを考えてダイエットに

挑戦してるんだけど、やっぱりお

菓子はやめられないね。いまだに

効果ないよ。だから散歩中に疲れ

て座り込んだり、ご主人様に抱か

れて帰ってくることもしばしば。

一応これでも店の看板犬なんだけ

ど、営業中は昼寝中、吠えるのも

面倒でオレっていったい何者！？

　ところで、近所にゴールデンレ

トリバーの『マリ』ちゃんってい

う犬がいるんだ。仲良くしたいん

だけど、大きくて、なかなかおそ

ばに寄れないんですぅ…。 食事処 山清水さん（出湯）の『そら』
くんでした。

4 コママンガを書いてくれる人を募集します。詳しくは ☎ 62 － 2510 広報広聴係へ。←

一年の走は元旦にあり
　お正月恒例、山手地区と小松地区の元旦マラソンが小雪の舞う中
開催されました。
　参加者は山手地区が約 40 人、小松地区は約 70 人。子どもからお
年寄りまで、それぞれ 1㎞～３㎞、集落内を元気に駆け抜けました。

山
手
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区 
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小松地区 元旦マラソン


